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令和６年度第２回碧南海浜水族館協議会議録（要約）  

 

１ 日 時  令和７年２月２０日（木）１５：３０～１６：４０ 

２ 場 所  碧南海浜水族館 ２階研修室 

３ 会議出席者（敬称略）  

  会 長  小澤 徹 

  副会長  杉浦道文 

  委 員  森川和浩、西川力躍、伊藤草華、竹内正和、水野裕子、  

       長谷川哲巳、宮原英明、加藤孝雄、阿知波英明 

  参 与  生田弘幸、山田昌宏  

事務局  地村佳純、生田春幸  

４ 傍聴者  なし 

５ 会議概要 

  (1) 協議事項 

 ア 令和６年度事業報告について  

 イ 令和７年度事業計画について  

(2) 報告事項 

  ア 令和６年度碧南海浜水族館運営研究会議について  

 イ ２階展示エリア改修の概要について  

  (3) 連絡事項 

  ア 令和７年度第１回碧南海浜水族館協議会の日程について    

６ 議事および質疑 

 (1) 協議事項 

  ア 令和６年度事業報告について 

事務局 <資料 1 により説明> 

会長  令和６年度事業報告についてご意見ご質問はあるか。  

   委員Ａ 現在開催中の冬の特別展で、解説内容が少し難しい感じがしたが、

どのあたりの年齢を対象としているのか。 

   事務局 子供いうよりはその親を対象としており、内容をかみ砕いて子供

に説明してもらう狙いがある。実験的な試みで、アンケートでそ
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のあたりの反応を見て判断する予定。 

   委員Ａ 水槽の海藻展示がとてもよい。         

   事務局 来館者からも高評価を得ている。今後アマモやマングローブにも

挑戦していく予定。 

   委員Ａ ビオトープ体験イベント内のチンアナゴの水まきの内容とは。        

   事務局 チンアナゴに模したパイプを立てて、そこから散水して芝生に水

まきを行う内容となっている。        

   委員Ａ 水族館実習で希望される高校生はどういった目的なのか。        

   事務局 主に水産高校からの依頼が多く、生物に興味を持った学生が希望

され、熱心に学ばれている。 

   委員Ａ 愛知県内の生物収集・調査について、非常に重要な活動だと思う。 

   事務局 水族館活動を行っていく上で、身近な野生環境を把握することが

重要だと考えている。今後も継続的に行う予定。 

   委員Ａ ウミホタルの採集は、伊勢湾のどのあたりで行っているのか。  

   事務局 夏休みの発光実験用として、南知多の富具崎海岸で日没後に採集

を行っている。 

   委員Ａ 研究報告など、どのようなところに投稿されているのか。  

   事務局 詳細な研究内容で研究誌への投稿はないが、活動報告などは年報

で報告している。  

   委員Ｂ フェイスブックの「いいね」数はどのくらいか。 

   事務局 若者の利用が多いインスタへの投稿に力をいれており、フェイス

ブックは、インスタとの連携で発信されている。フェイスブック

では２桁程度だが、インスタでは多い時で２００以上の「いいね」

をいただいている。比較的女性の閲覧が多いため、キッチンカー

などサービス面での内容も意識的に発信している。 

   委員Ｃ 教育普及活動のほとんどの項目において、昨年に比べて参加者数

が増えたなか、ダンゴムシ探検隊では大幅増となった理由は。 

   事務局 情報発信のタイミングを早めたことにより、周知されたことが大

きな要因であった。他には、リピーターが他の講座も参加される 

       事例もあった。          
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会長  (1) 協議事項アについての承認を求める。  

全員  挙手 

会長  (1) 協議事項アについて承認されたことを確認した。  

(1) 協議事項イ令和７年度事業計画について事務局の説明を求  

める。 

イ 令和７年度事業計画について  

事務局 <資料２により説明> 

会長  令和７年度事業計画についてご意見ご質問はあるか。  

委員Ｂ 現在ペーパーキャップは何種類あるか。また、今後種類を変えて  

いく予定はあるか。 

事務局 現在６種類ある。一昨年イシガメを新たに作成した。立体で作成 

が難しくすぐにはできないが、今後増やしていきたい。  

   委員Ｂ この間サメとイシガメを作ったが、イシガメが難しかった。  

   委員Ａ 以前実施した、きのこの観察会を復活した理由は。  

   事務局 要望が多かったが、コロナ禍の影響がなくなったことが要因。山  

に関する観察会は人気があるため、引き続き企画していきたい。 

委員Ａ 工作教室「手形で下敷きつくり」の内容は。  

事務局 以前は、T シャツに手形を付ける内容で好評だった。今回は下敷 

きで行い、手形で魚をデザインしてもらうのが狙い。  

委員Ｄ YouTube をやってはどうか。生物など素材が良いので、泳ぐ姿を 

映すだけでもよいのでは。 

事務局 当館独自で実施するほどの知識はないが、碧南市の広報が実施し  

    ている YouTube に当館の企画などを紹介している。今後、実施を 

    検討していきたい。 

会長  (1) 協議事項イについての承認を求める。  

全員  挙手 

会長  (1) 協議事項イについて承認されたことを確認した。  

(2) 報告事項ア令和６年度碧南海浜水族館運営研究会議につい  

て、事務局の説明を求める。  

 (2) 報告事項 
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  ア 令和６年度碧南海浜水族館運営研究会議について 

   委員Ｅ <当日配布資料３により説明> 

   会長  何かご意見、ご質問はないか。  

   全員  特になし。 

  イ ２階展示エリア改修の概要について  

   事務局 <当日配布資料により説明 > 

   委員Ｆ  天井は鳥が飛ぶようなプロジェクションマッピングのような仕

掛けはあるのか。  

   事務局 提案はあったがその後のランニングコストを考えて、デジタル機

器を導入せず、アナログ的な要素で計画している。 

   委員Ｂ 小さな子供では、本棚最上段の本がとれないのでは。  

   事務局 最上段には、大人向けの本やはく製などの展示物を置く予定。     

(3) 連絡事項 

  ア 令和７年度第１回碧南海浜水族館協議会について 

会長  令和７年度第１回碧南海浜水族館協議会の開催日程について、事 

務局の説明を求める。 

事務局 令和７年度の第１回協議会は、５月下旬の１５：３０より開催を 

    予定している。今回の協議会につきまして、近日中に今回の議事  

録の素案を各委員にお送りするので、点検をお願いする。 

会長  これで議事の一切を終わる。 


